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大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
が 

開
催
さ
れ
ま
し
た 

 

広
報
部 

 

平
成
26
年
度
の
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
が
、
３

月
14
日
（
土
）・
15
日
（
日
）
の
２
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

切
り
絵 

 
 
 
 
 
 

は
が
き
絵 

   
 

 

パ
ン
ア
ー
ト 

 
 
 
 

雪
割
草
（
仙
台
野
草
会
） 

   
 

 

土
曜
日
は
、
作
品
展
示
の
他
、
元
ベ
ガ
ル
タ
仙
台

の
監
督
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
解
説
な
ど
も
行
っ
て
い
る

清
水
秀
彦
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
、
日
曜
日

は
作
品
展
示
と
舞
台
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

作
品
展
示
は
、
油
絵
、
絵
画
、
パ
ン
ア
ー
ト
、
切

り
絵
、
は
が
き
絵
、
防
災
用
品
、
雪
割
草
の
展
示
で
、

体
育
室
と
会
議
室
を
利
用
し
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
初
め
て
参
加
し
た
団
体
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

大
代
剣
道
教
室 

 
 

社
交
ダ
ン
ス 

 
 

 

レ
ク
ダ
ン
ス 

 
 

 
 

大
正
琴 

 
 

 

舞
台
発
表
は
、
剣
道
、
社
交
ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
、
大
正
琴
、
日
本
舞
踊
、
カ
ラ
オ

ケ
、
民
謡
と
あ
り
、
皆
さ
ん
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

を
存
分
に
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。 

 

清
水
秀
彦
さ
ん
の
講
演
会
は
、
プ
ロ
チ
ー
ム
を
指

揮
し
て
き
た
方
だ
け
に
、
培
っ
て
き
た
経
験
か
ら
、

子
ど
も
達
の
成
長
に
関
し
て
の
貴
重
な
お
話
を
い
た 

だ
き
ま
し
た
。 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美

氏 

   

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

） 

毎月発行 大代地区 全戸配付 

 

５月号投稿締切 

４月１４日（火） 

 

●大代地区公民館まつりが 

開催されました・・・・・１ 

●桜の植樹がありました・・・・・・・・２ 

●第６分団だより・・・・・・・・・・・２ 

●ふれあい短歌・・・・・・・・・・・・２ 大代地区の世帯数（平成 27年 2月 28日現在）：東区 350、中区 344、西区 334、北区 122、南区 620、合計 1,770 

 

●ﾉﾙﾃﾞｨｯｸｳｫｰｷﾝｸﾞｻｰｸﾙ会員募集・・・・・３ 

●草月流いけばな教室受講者募集・・・・３ 

●ふれあい短歌・・・・・・・・・・・・３ 

●砂押川外河川災害復旧工事 3月の報告・４ 
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２
日
間
で
約
400
人
の
来
場
者
が
あ
っ
た
よ
う

で
す
。 

実
行
委
員
長
さ
ん
の
お
話
で
す
と
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
、
こ
の
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
は

10
月
に
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

東
日
本
大
震
災
か
ら
４
年
が
経
ち
、
震
災
後
公

民
館
ま
つ
り
が
再
開
し
今
回
で
３
度
目
だ
そ
う

で
す
。
今
後
も
公
民
館
を
利
用
す
る
団
体
が
増

え
、
公
民
館
ま
つ
り
を
盛
大
に
開
催
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。 

 

桜
の
植
樹
が
あ
り
ま
し
た 

大
代
地
区
公
民
館 

大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
開
催
中
の
３
月
14

日
（
土
）
に
、
大
代
地
区
公
民
館
敷
地
内
に
桜
を 

２
本
植
樹
し
ま
し
た
。 

植
樹
の
様
子 

 
 
 

 
 

 

玄
関
先(

雨
情
枝
垂
） 

倉
庫
前(

江
戸
彼
岸
） 

  
 

場
所
は
公
民
館
敷
地
内
の
玄
関
先
の
松
付
近

に
１
本
、
体
育
館
脇
に
あ
る
日
赤
倉
庫
付
近
に
１

本
植
樹
し
ま
し
た
。 

こ
の
植
樹
は
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
さ
く
ら
並
木

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
世
代
を
超
え
、
代
々
語
り

継
ぎ
、
大
津
波
の
被
害
を
風
化
さ
せ
な
い
取
り
組

み
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
被
災
各
地
に 

植
樹
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

う
ま
く
根
が
張
っ
て
く
れ
れ
ば
、
数
年
後
に
は

き
れ
い
な
桜
が
咲
く
そ
う
で
す
。
あ
ま
り
大
き
く

な
ら
な
い
種
類
だ
そ
う
で
す
が
、
今
か
ら
成
長
が

楽
し
み
で
す
。 

 

第
六
分
団
だ
よ
り 

前
分
団
長 

伊
藤 

勲 

 

春
彼
岸
も
過
ぎ
万
事
精
気
が
蘇
っ
て
来
た
今

日
こ
の
頃
、
地
域
の
皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
お

過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。 

 

日
頃
の
団
活
動
に
御
指
導
、
御
支
援
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
事
に
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
新
年
度
よ
り
幹
部
団
員
就
任
が
ご
ざ
い

ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

新
分
団
長 

 
 

伊
藤 

寿
男 

さ
ん 

 

新
副
分
団
長 

 

伊
藤 

徳
蔵 

さ
ん 

 

班
長
（
留
任
） 

本
郷 

定
義 

さ
ん 

 

新
班
長 

 
 
 

遠
藤 

清
人 

さ
ん 

 

機
関
員
（
留
任
）
茂
泉 

芳
巳 

さ
ん 

 

機
関
員
（
留
任
）
伊
藤 

久
喜 

さ
ん 

新
機
関
員 

 
 

遠
藤 

政
行 

さ
ん 

新
機
関
員 

 
 

井
山 

 

誠 

さ
ん 

以
上
の
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

新
分
団
長
を
中
心
に
、
地
域
の
皆
様
の
負
託
に

団
員
15
名
、
一
致
団
結
と
親
睦
を
計
り
、
今
後 

元ベガルタ仙台監督 清水秀彦さん 
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と
も
、
消
防
精
神
を
発
揮
し
、
活
動
い
た
し
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
な
お
、
３
月
31
日
付
け
で
、
前
副
分
団
長
遠

藤
長
之
様
、
前
団
員
庄
司
敏
春
様
、
私
、
伊
藤
勲

が
退
団
い
た
し
ま
し
た
。
長
い
団
活
動
に
対
し
地

域
の
皆
々
様
か
ら
御
協
力
を
賜
り
ま
し
て
大
変

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集 

毎
月
、
月
曜
日
と
水
曜
日
を
軸
に
活
動
し
て
い

る
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
、

「
は
つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
ク
」
で
は
新
規
会
員
を
募
集

中
で
す
。 

 

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、
専
用
の

ポ
ー
ル
を
両
手
で
持
っ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
も
の
で
、
平
坦
な
道
で
も
坂
道
な
ど
の
斜
面
で

も
ポ
ー
ル
の
補
助
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
ポ
ー
ル

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
普
通
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
よ
り
も
、
運
動
効
率
も
あ
が
る
と
い
う
も
の

で
す
。 

 

近
年
高
齢
化
社
会
が
進
む
な
か
で
生
活
不
活

発
病
（
体
は
動
か
さ
な
い
と
、
動
け
な
く
な
る
）

者
が
増
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
予
防
対
策
が
厚
生

労
働
省
等
か
ら
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
運
動
は
、
日
常
生
活
で
自
然
に
体
や
頭
を 

 

動
か
す
こ
と
で
心
臓
や
肺
の
機
能
を
活
性
化
し
、

認
知
症
、
便
秘
や
血
流
の
改
善
が
図
ら
れ
、
人
生

を
明
る
く
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
せ
る
誰
で
も
気

軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

現
在
約
25
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
新
た

に
20
名
の
新
規
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
興
味
を

お
持
ち
の
方
は
、
左
記
の
条
件
を
ご
確
認
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 記 

活 

動 

日 

毎
月
、
月
曜
日
・
水
曜
日
の
い
ず
れ

か
で
２
回
か
ら
３
回 

場 
 
 

所 

多
賀
城
地
区
緩
衝
緑
地
公
園
及
び

市
内
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス 

（
年
４
回
～
５
回 

貸
し
切
り
バ
ス
利
用
） 

対 
 

象 
50
歳
以
上
の
男
女 

募
集
定
員 
20
名 

会 
 

費 

年
6,000
円 

（
他
に
バ
ス
代
等
毎
月
実
費
負
担
が
あ
り
ま
す
） 

申 
 

込 

５
月
20
日
（
水
）
ま
で
に
大
代
地

区
公
民
館
ま
で
電
話
ま
た
は
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

電 
 

話 

大
代
地
区
公
民
館 

（
３
６
４
・
８
４
４
２
） 

 

草
月
流
い
け
ば
な
教
室
受
講
者
募
集 

日 
 

時 

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

場 
 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

費 
 

用 

受
講
料
月
2,000
円
・
花
代
１
回
1,300
円 

申
込
・
問 

申
込
、
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

水
野
ま
で
（
３
６
４
・
１
４
２
０
） 

 

ふ
れ
あ
い
短
歌 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

復
旧
の 

緑
地
公
園
の 

 
 

片
隅
に 

春
の
七
種 

密
か
に
芽
吹
く 

 

大
代
各
区
の
総
会
日
程 

大
代
東
区 

４
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分 

 
 

会 

場 

大
代
東
集
会
所 

大
代
西
区 

４
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時 

 
 

会 

場 

大
代
老
人
憩
い
の
家 

大
代
中
区 

４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時 

 
 

会 

場 

大
代
地
区
公
民
館 

大
代
南
区 

４
月
11
日
（
土
）
午
後
７
時 

 

会 

場 

橋
本
団
地
集
会
所 

大
代
北
区 

３
月
23
日
に
終
了
し
ま
し
た
。 

  

※
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
区
に
お
問 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 
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砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
三
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
三
月
は
既
設
護
岸

の
撤
去
と
、

新
護
岸

と
し
て
の
鋼
矢
板
打

設
及
び
鋼
矢
板
上
部

コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
を

主
に
施
工
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(

3
5
2
‐

3
7
4
0
）

旧砂押川C工区（橋本橋～貞園橋間左岸）の川裏基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工を
行っています。B工区は川表基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ工を90%完工で、引き続き川
裏基礎ｺﾝｸﾘｰトを施工します。A工区は、捨石の投入を開始しました。

中洲・JX・運河ｴﾘｱにて鋼矢板打設を継続しています。川表基礎ｺﾝｸ
ﾘｰﾄを中洲ｴﾘｱで継続しています。新仙流橋建設においては橋台・橋
脚の施工を開始しました。

砂押川右岸（念仏橋下流）にて鋼矢板圧入を継続中です。旧八幡ポ
ンプ場の解体撤去工事は完了いたしました。
※インターネット利用で工事の状況が見れるようになりました。
ページURL http://www.gembaroid.netで ID:hc0802,パスワード：
998633を入力ください。（AM 9:00 ～PM 5:00）

写真①

写真④
旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

工事場所

進捗率
2/28現在

2.5合目

完成

写真③

写真②

写真①

写真⑤

写真⑤

捨
石
投
入
開
始

写真③

写真②

写真④

写真⑥

川裏基礎工

写真⑥


